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平成３１年３月５日  

 

海 田 町 議 会  

議長 桑 原 公 治 様 

 

                      海田公民館整備特別委員会  

                       委員長 下岡 憲国 

 

海田公民館整備特別委員会調査中間報告書 

 

本委員会の調査事項について，会議規則第４３条の２第２項の規定により，

調査の結果を次のとおり中間報告します。 

 

１ 調査の経過 

平成３１年１月２５日（第６回委員会） 

〇  （仮称）海田公民館整備工事進捗の状況について 

〇  （仮称）海田公民館の開館準備について 

 

２ 調査の概要及び結果 

平成３１年１月２５日（第６回委員会） 

執行部から,（仮称）海田公民館整備工事進捗の状況について及び（仮称） 

海田公民館の開館準備について説明を求めた。 

 ○（仮称）海田公民館整備工事進捗の状況については,（仮称）海田公民館

の基礎となる杭工事において,一部範囲で建物を支えるための固い地盤である

支持層が設計支持層より深い位置にあることが判明した。建物の安全性・耐震

性を確保するには,支持層に杭を到達させる必要があるため,杭の追加作成に

伴う工事費４,０００万円の増額と約３か月の工期の延伸が予想される旨の報

告があった。併せて,（仮称）海田公民館の開館については当初の予定どおり

２０２０年４月に間に合うよう,スケジュール調整を行う旨の説明もあった。 

また, 織田幹雄スポーツ振興基金から１，０００万円を追加支出し，織田幹

雄さんをモチーフとした緞帳を１階ホールに整備すると説明があった。 

なお,杭工事及び緞帳の整備に係る変更契約議案を平成３１年３月定例会に

提出する旨の意向を受けた。 

委員から「ボーリング調査を実施した業者に瑕疵はなかったのか」及び「基

金の使途として緞帳を整備することは適切か」などの質疑があった。 
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これらに伴う,（仮称）海田公民館整備に係る執行部の説明について,委員会

として全会一致で認めることとした。 

 ○（仮称）海田公民館の開館準備については,（仮称）海田公民館の総称を

制定するため,選定委員会を設置し,検討する旨の報告があった。 

委員から「新公民館の総称は,公募してはどうか」及び「公民館の総称につ

いてネーミングライツの検討はしたのか」などの質疑があった。 

執行部退席後，これまでの調査内容について，本会議において中間報告を 

行うこととした。 


